
 

が
ん
ば
っ
て
ま
す
（
８
月
〜
10
月
）

８月　長崎県市議会議長会研修会 ８月　「女の都」夏まつり

10月　市民・体育レクレーション祭
　　　　　（ボウリング競技大会）

９月　議会報告会

８月　「女の都自治会」敬老会

た
。
そ
の
経
緯
は
２
０
１
１
年
３
月
に
従
来

使
用
し
て
い
た
水
量
が
約
５
倍
と
な
り
、
漏

水
が
発
覚
し
た
が
原
因
が
特
定
で
き
な
い
ま

ま
、
幾
度
か
工
事
を
行
い
ま
し
た
が
完
全
に

漏
水
が
止
ま
っ
た
の
が
２
０
１
２
年
３
月
で

約
１
年
間
、
貴
重
な
水
が
垂
れ
流
し
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
事
を
受
け
て
委
員
会
で

は
解
決
ま
で
１
年
も
か
か
っ
た
こ
と
が
問
題

視
さ
れ
、
各
委
員
か
ら
「
自
宅
の
水
道
料
が

急
増
し
た
ら
必
死
に
な

っ
て
探
す
は
ず
」、
教

育
委
員
会
は
「
学
校
の

水
道
水
は
公
金（
税
金
）

だ
か
ら
解
決
す
る
の
に

遅
い
の
で
は
な
い
の

か
」
な
ど
の
批
判
が
集

中
し
、
教
育
委
員
会
と

下
水
道
部
の
連
携
不
足

に
よ
り
生
じ
た
、
市
役

所
の
縦
割
り
行
政
が
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
議
案

で
あ
り
ま
し
た
。

又
、
出
島
復
元
整
備

事
業
で
は
長
年
の
懸
案

と
な
っ
て
い
た
表
門
橋

の
審
査
で
あ
っ
た
、
出

島
の
玄
関
口
と
な
る
重

要
な
構
造
物
の
設
計
業

者
を
決
め
る
案
件
で
、

予
算
の
根
拠
や
「
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
」
を
採
用
し
た
理
由

な
ど
の
説
明
を
求
め
て

も
、
各
委
員
の
理
解
を

晩
秋
の
候
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
事
と
共
に
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

常
任
委
員
会
で

議
案
審
査
で
た
び
た
び
中
断

９
月
議
会
で
私
が
所
属
す
る
「
環
境
経
済

委
員
会
」
の
議
案
で
、
野
母
崎
小
学
校
の
漏

水
に
よ
る
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
し
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長崎市議会議員

だ
よ
り

やさしい街づくり！元気な長崎！

得
る
回
答
が
出
来
ず
に
度
々
中
断
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

総
じ
て
言
え
る
事
は
、行
政
が
行
う
事
業
は

市
民
の
方
々
の
貴
重
な
税
金
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
し
て
、
市
民
の
方
が
理
解
出
来
る
よ

う
に
説
明
責
任
を
持
つ
事
を
要
望
し
ま
し
た
。

来
年
４
月
よ
り
消
費
税
率
８
％
に

政
府
は
10
月
１
日
に
消
費
税
率
を
来
年
４

月
１
日
よ
り
５
％
か
ら
８
％
へ
引
き
上
げ
る

事
を
決
定
し
ま
し
た
。
国
民
の
反
応
は
半
数

以
上
の
方
は
賛
成
で
私
も
反
対
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
賛
成
理
由
は
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
で
社
会
保
障
（
年
金
・
介
護
・

医
療
）
の
一
体
改
革
の
充
実
に
充
て
ら
れ
る

事
が
前
提
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
国
が

消
費
税
の
増
税
３
％
の
使
用
用
途
を
注
視
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

又
、
消
費
税
が
上
が
る
事
に
よ
り
市
民
の

生
活
は
厳
し
さ
を
増
す
事
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
日
常
的
に
使
用
す
る
食
料
品
な
ど
の

税
率
を
抑
え
る
軽
減
税
率
制
度
な
ど
の
導
入

が
さ
れ
る
よ
う
に
要
望
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
声
を

市
政
に
反
映
し
ま
す

市
民
の
代
表
と
し
て
市
民
の
声
を
市
政
へ

反
映
し
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ

く
り
」
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す

の
で
、
更
な
る
ご
指
導
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

長
崎
市
議
会
議
員
　
五
輪
清
隆

長
崎
市
女
の
都
１
丁
目
１
４
４
４-

１
３

自
　
　
　
宅

（
８
４
４
）９
５
９
９

生
活
相
談
室

（
８
６
１
）１
９
８
５

ご相談はお気軽に！

ホームページアドレス　http://www.k-itsuwa.com/

１.

稲
佐
山
山
頂
展
望
台
の
現
況
に
つ

い
て

平
成
24
年
10
月
５
日
、
長
崎
が
「
世

界
三
大
夜
景
」
都
市
に
認
定
さ
れ
、
稲

佐
山
山
頂
展
望
台
は
利
用
者
が
増
加
し

て
い
る
。

２.

夜
景
観
光
の
視
点
場
整
備
に
つ
い
て

《
特
徴
》

長
崎
港
を
視
点
場
か
ら
の
眺
め
は
、

豊
か
な
緑
や
海
に
包
ま
れ
た
港
や
島
々

を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
互
い
に

見
る
・
見
ら
れ
る
関
係
の
視
点
場
が
数

多
く
あ
り
、
多
方
向
を
見
ら
れ
る
こ
と

と
、
そ
の
中
に
生
業
と
と
も
に
朝
日
や

夕
日
な
ど
自
然
や
季
節
変
化
と
と
も

に
、
船
舶
等
の
動
き
が
あ
る
点
に
あ
る
。

長
崎
市
の
夜
景
は
、
傾
斜
都
市
に
ち

り
ば
め
ら
れ
た
「
白
い
光
」
が
、
他
の

夜
景
都
市
と
趣
を

異
に
し
て
い
る
こ

と
が
素
晴
ら
し
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。

３.

Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路

灯
整
備
事
業

(1)
概
要

街
路
灯
の
電
気

代
の
軽
減
や
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
削
減
を

目
的
に
、
既
存
の

街
路
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

灯
へ
切
り
替
え
る

と
と
も
に
、
新
た

に
設
置
す
る
街
路

灯
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯

と
す
る
。

御朱印船（八坂神社にて）

観光振興特別委員会報告 観
光
振
興
特
別
委
員
会
は
、
８
月
27
日
に
①
稲
佐
山

山
頂
展
望
台
の
現
況
、
②
夜
景
観
光
の
視
点
場
整
備
、

③
夜
景
観
光
ル
ー
ト
の
整
備
、
９
月
18
日
に
①
夜
景
の

現
状
調
査
結
果
、②
長
崎
市
の
公
共
照
明（
街
路
灯
な
ど
）

の
状
況
、
③
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
整
備
事
業
、
④
夜
景
に
つ

な
が
る
斜
面
市
街
地
再
生
事
業
、
⑤
観
光
施
設
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
委
員
会
を
開
催
し
て
、
夜
景
観
光
に

対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

観
光
振
興
特
別
委
員
会
は
、
宿
泊
・
滞
在
型
観
光

の
推
進
の
た
め
、
夜
景
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る
と

と
も
に
、
長
崎
の
新
た
な
魅
力
の
創
出
に
向
け
た
課

題
を
把
握
し
、
諸
問
題
の
解
決
に
向
け
た
検
討
を
行

い
、
来
年
１
月
の
委
員
会
で
取
り
ま
と
め
て
市
長
へ

提
言
致
し
ま
す
。

切り替え

H25 H26 H27 H28 H29 合計

3,800

300

4,100

8,000

300

8,300

8,000

300

8,300

8,000

300

8,300

8,000

300

8,300

35,800

1,500

37,300

新　 設

計

ロープ
ウェイ

平成23
年度

平成24
年度

平成25年度
（７月まで）

無料循環
バス

山頂
駐車場

中腹
シャトルバス
（中腹発）

稲佐山
展望台
※推計

夜景見学
ツアー

107,426

156,781

51,574

32,137

34,262

11,425

277,233

305,098

95,170

11,772

18,113

15,125

2,923

12,477

6,035

399,354

492,469

167,904

（単位：人）

※山頂駐車場はゲート通過台数×2.5人



10
月
15
日（
火
）に
私
が
所
属
し
ま
す
、
市
民
ク
ラ
ブ（
14
名
）

は
「
明
治
日
本
の
産
業
改
革
遺
産
」
が
世
界
遺
産
の
推
薦
候
補
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
長
崎
市
に
所
在
す
る
構
成
資
産
の
現
地
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
で
初
め
て
、
端
島（
軍
艦
島
）に
上
陸
し
ま
し
た
が

学
校
・
居
住
住
宅
・

護
岸
の
現
状
を
見
て

感
じ
た
事
は
、
劣
化

が
著
し
く
ひ
ど
い
の

で
保
存
す
る
こ
と
が

可
能
な
の
か
と
思
い

ま
し
た
。

又
、
稼
働
し
て
い

る
資
産
の
第
三
ド
ッ

ク
や
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
・
カ
ン
チ
レ
バ
ー

ク
レ
ー
ン
は
役
目
が

終
わ
っ
た
後
の
保
存

管
理
を
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
等
の
問
題

も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
世
界
遺
産

が
決
ま
る
ま
で
に
多

く
の
財
政
負
担
を

国
・
県
と
協
議
を
早

急
に
協
議
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
そ
の
為
に
長
崎

市
議
会
も
長
崎
市
と

連
携
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

※
出
島
復
元
整
備
基
金
よ
り
支
出

出
島
表
門
橋
の
架
橋
お
よ
び

対
岸
の
中
島
川
公
園
と
一
体
的

な
周
辺
整
備
の
た
め
、
基
本
設

計
・
実
施
設
計
の
業
務
委
託
を

行
う
。

事
業
期
間：

平
成
25
年
〜

平
成
27
年

◆
な
が
さ
き
海
洋
・
環
境
産
業
雇

用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
費

…
１
５
６
万
６
千
円

国
の
「
戦
略
産
業
雇
用
創
造

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
採
択
さ
れ

た
「
な
が
さ
き
海
洋
・
環
境
産

業
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

事
業
の
う
ち
、
地
域
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
強
化
に
よ
り
雇
用
創
出
を

目
指
す
事
業
費
の
一
部
を
、
地

元
自
治
体
と
し
て
長
崎
県
と
長

崎
・
佐
世
保
・
西
海
の
３
市
で

負
担
す
る
。

※
離
島
・
過
疎
地
域
振
興
対
策
事

業
費野

母
崎
高
浜
海
岸
交
流
施
設

建
設
に
係
る
経
費
。

総
工
事
費：

２
億
７
０
０
万
円

工
　
　
期：

平
成
25
年
11
月
〜

平
成
26
年
６
月

供
用
開
始：

平
成
26
年
７
月
予
定

◆
稲
佐
山
山
頂
送
迎
バ
ス
運
行
費

…
８
０
６
万
円

「
世
界
三
大
夜
景
」
認
定
に

よ
り
増
加
す
る
稲
佐
山
山
頂
展

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会

（
９
月
議
会
）開
催
！

約10億6,400万円、
　　　条例改正19件可決

補正総額約7億7,938万円（特別会計含む）、26の議案を可決・同意！

補正総額約7億7,938万円（特別会計含む）、補正総額約7億7,938万円（特別会計含む）、
　　　　　　　　　26の議案を可決・同意！　　　　　　　　　26の議案を可決・同意！
補正総額約7億7,938万円（特別会計含む）、
　　　　　　　　　26の議案を可決・同意！

◆
日
米
友
好
の
木
受
け
入
れ
費
用

…
２
４
０
万
円

日
米
両
国
有
効
の
省
庁
と
し

て
米
国
政
府
等
か
ら
寄
贈
さ
れ

る
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
１
０
０
本
を
平

和
公
園
・
稲
佐
山
の
植
樹
等
に

係
る
費
用
。

◆
野
母
崎
地
区
高
浜
海
岸
施
設
整
備

…
１
億
８
０
０
万
円

望
台
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
中
腹
駐
車
場
〜
山
頂
展

望
台
間
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
増
設
す
る
。

当
初
予
算
額：

３
８
１
万
円

◆
野
母
崎
「
海
の
健
康
村
」
温
泉

設
備
整
備
…
…
４，
４
４
０
万
円

※
観
光
施
設
整
備
事
業
費

温
泉
施
設
の
供
用
に
必
要
な

安
定
し
た
湯
量
確
保
、
再
加
熱

に
必
要
な
燃
料
代
の
縮
減
の
た

め
、
新
た
に
温
泉
井
戸
１
本
を

掘
削
す
る
。

総
事
業
費：

１
億
４，
８
０
０
万
円

期
　
　
間：

平
成
25
年
〜

平
成
26
年

◆
出
島
復
元
整
備
事
業
「
出
島
表

門
橋
」
…
…
…
１，
２
０
０
万
円

長
崎
市
議
会
平
成
25
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
２
日（
月
）に
開

会
し
20
日（
金
）に
最
終
本
会
議
を
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予

算
案（
約
７
億
１
０
０
万
円
）と
26
議
案
を
可
決
・
同
意
し
、
閉
会

し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案
で
は
、「
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」

と
「
合
併
算
定
替
え
終
了
後
の
新
た
な
財
政
支
援
措
置
を
求
め
る

意
見
書
」
を
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主主
なな
補補
正正
予予
算算
のの
内内
容容

世界遺産候補に「明治日本の産業改革遺産」が推薦資産決定

長
崎
市
議
会
は
、
９
月
17
日

に
国
が
世
界
遺
産
へ
の
推
薦
候

補
と
し
て
「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産
」
が
決
ま
っ
た
事
を

受
け
て
、
18
日
に
全
員
協
議
会

を
開
会
し
市
長
よ
り
経
過
説
明

後
に
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

【
長
崎
市
に
所
在
す
る構成

資
産
】

①
小
菅
修
船
場
跡

（
ソ
ロ
バ
ン
ド
ッ
ク
）

②
向
島
第
三
船
渠（第

三
ド
ッ
ク
）

③
旧
木
型
場

（
現
在
の
三
菱
史
料
館
）

④
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
カ
ン
チ
レ

バ
ー
ク
レ
ー
ン

（
飽
の
浦
岸
壁
前
に
設
置
さ

れ
て
い
る
ク
レ
ー
ン
）

⑤
占
勝
閣
（
三
菱
重
工
の
迎
賓
館
）

⑥
高
島
炭
鉱

⑦
端
島
炭
鉱

⑧
旧
グ
ラ
バ
ー
住
宅

【
主
な
質
疑
内
容
】

《
質
問
》

軍
艦
島
の
史
跡
指
定
な
ど
の

課
題
解
決
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は

《
回
答
》

軍
艦
島
の
保
存
管
理
の
あ
り
方

が
大
き
な
課
題
で
島
を
形
成
す
る

護
岸
、炭
鉱
の
歴
史
を
物
語
る
生

産
施
設
、
建
築
後
１
０
０
年
近
く

経
過
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
居
住

施
設
な
ど
、閉
山
後
約
40
年
の
間

放
置
さ
れ
た
結
果
、
全
て
の
施
設

が
劣
化
し
て
お
り
、
保
存
が
極
め

て
困
難
な
施
設
が
数
多
く
存
在
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
保
存
管
理
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
が
、
多
額

の
財
政
負
担
が
必
要
と
な
る
の

で
、
財
政
措
置
を
含
め
国
・
長
崎

県
と
検
討
し
ま
す
。

《
回
答
》

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
推

薦
書
の
正
式
版
を
提
出
す
る
来
年

１
月
お
よ
び
イ
コ
モ
ス
に
よ
る
現

地
調
査
が
実
施
さ
れ
る
来
年
の
夏

頃
を
目
途
と
し
て
課
題
解
決
を
図

り
、
平
成
27
年
の
登
録
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

《
質
問
》

「
産
業
革
命
遺
産
」の
登
録
に

向
け
て
関
係
す
る
８
県
11
市
で
の

連
携

《
回
答
》

平
成
20
年
10
月
に
世
界
遺
産
へ

の
登
録
を
関
係
自
治
体
の
連
携
を

推
進
す
る
た
め
、
鹿
児
島
県
知
事

を
会
長
と
し
て
関
係
県
市
の
首
長

を
委
員
と
す
る
「
九
州
・
山
口
の

近
代
化
産
業
遺
産
群
」
世
界
遺
産

登
録
協
議
会
を
設
置
し
、
共
通
課

題
の
解
決
に
関
す
る
協
議
を
行

い
、
構
成
資
産
が
広
範
囲
に
わ
た

る
こ
と
か
ら
生
じ
る
連
携
不
足
を

解
消
す
る
と
共
に
今
後
も
平
成
27

年
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
関

係
自
治
体
と
連
携
を
図
り
ま
す
。

稲佐山中腹駐車場付近に植樹

野母崎高浜海水浴場跡

海の健康村

出島表門橋が架橋される中島川

小
菅
修
船
場
跡

（
ソ
ロ
バ
ン
ド
ッ
ク
）

旧
グ
ラ
バ
ー
住
宅
（
グ
ラ
バ
ー
園
内
）

端島（軍艦島）にて
長崎港内からの

ジャイアント・カンチレバークレーン

現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た


